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県労連第4回幹事団交渉

現給保障廃止は到底容認できない！災害時の特休・迂回費用の改善を！
臨任・非常勤・再任用職員の療養休暇の有給化、臨任における雇用の空白期間の解消を！

県労連幹事団は11月9日、労務統括官との間で第4回幹事団交渉を行いました。（参照）
　加藤県労連議長は冒頭、「今年は人事院勧告や閣議決定など、今までにない状況下での交渉である。各県の勧告も様々である。そうした中で、当局は均衡の原則、情勢適用の原則をどう捉えるのか。当局は、『職員のやる気、生きがい、働きやすさ』というが、提案や回答は職員のやる気を削ぐ方向だ。これまでの県労連の主張を踏まえた回答をいただきたい。」と発言し、交渉に入りました。

次に、阿部事務局長から重点課題について、
基本賃金：民間との較差を踏まえた勧告を受け止めた上で、年齢差別の問題や働き方は変わらないのに年齢で賃金が引下げられる問題を指摘してきた。これに変わる手法があれば再度提案いただきたい。

現給保障：労使交渉で決定してきた事項である。それを乗り越える提案ができるのか。廃止する場合の賃金水準はどう考えているのか。

臨任・非常勤・再任用職員の療養休暇：有給化を強く求める。
臨任職員の雇用の空白期間：前回交渉で他県状況を調査すると回答していたが、その結果を聞きたい。

災害対応課題（迂回通勤時の実費弁償、退勤時の特別休暇、災害派遣者等の特殊勤務手当）：今期での解消を求める。
忌引休暇：前回の交渉で、「重く受け止めたい」とのことだったが、具体的な回答を求める。
生理休暇：「休暇はコスト」等の回答だが、こちらの主張は、休暇の新設や日数の増ではなく、取得方法（現行の2日連続を分割取得可能に）の変更だ。職場実態を受け止めて前向きな回答を求める。
パワハラ防止指針：パワハラを無くしていくためには、指針が必要である。

　これに対して労務統括官は、

●基本賃金について、年齢での区切り以外に、「級号給」での区切りも考えられるが、同一級の中で逆転現象が起きる可能性がある。職員や対外的にも説明ができるよう、引き続き慎重に検討していく。
●現給保障について、「経過措置額」という名称のとおり恒久的な制度ではない。
●迂回通勤時の実費弁償について、通勤手当として個別精算はできない。

●退勤時の特別休暇について、非常勤職員の扱いについては、悩ましく思っている。

●災害派遣者等の特殊勤務手当について、厳しい財政状況もあり、また、特勤は本県の実情に則って決めてきた経緯もあり、国に準じた措置は困難である。

●生理休暇について、休暇としては継続した範囲で取得していただきたい。
●臨任職員の雇用の空白期間について、他県では、1日から1か月、3ヶ月など、各自治体、任命権者で様々。短縮は考えていない。

●臨任・非常勤・再任用職員の療養休暇について、雇用期間に定めがあり、勤務時間も短いので困難。

●パワハラ防止指針について、公正・透明な職場づくり相談窓口、人事委員会に苦情相談窓口もあり、セクハラ・パワハラのない職場づくりを進める。
最後に加藤議長は、「現給保障を廃止すると5万円もの引き下げになる者もいる。それで生計維持ができると考えているのか。職場実態に思いを致して、職員が『がんばろう』という気になる回答を期待する。」と発言し、この日の交渉を終了しました。
	項　目
	県労連の主張
	労務統括官回答

	基本賃金
	・仕事が変わらず、同じ級なのに、年齢だけを理由に賃金が引き下げられることは、到底納得できない。

・「級号給」の整合性に問題があるなら、級で区切るしかない。管理職手当受給者の存在する級で引下げるべきだ。
	・人事委員会勧告を尊重し、給料表の改定は行わず、月例給を行政職（１）表の6級以上かつ56歳以上の職員を対象に、1％引き下げる。

・地域手当、期末・勤勉手当、管理職手当にも跳ね返る。

	現給保障
	・現給保障は、05年交渉での労使合意事項だ。これを廃止することは、これまでの労使関係を破壊するものであることを十分認識すべきだ。

・廃止すれば、来年の4月には大きな較差が生じる。その解消を踏まえると、来年度の予算が組めないのではないか。不安定な状況での廃止はありえない。

・現給保障の対象者は子育て中の者も多い。廃止は生活破壊となる。

・5万円の現給保障がなくなっても、生計維持ができるという判断か。
	・廃止勧告を受け、平成24年4月から2分の1に削減し、平成25年4月から廃止する。

・「経過措置額」という名称のとおり恒久的な制度ではない。

	特殊勤務手当
	・警察も含めれば、対象者が相当数いることはわかるが、それだけの理由では納得できない。
	・厳しい財政事情もあり、また、特勤は本県の実情に則って決めてきた経緯もあり難しい。

	交通途絶時の迂回通勤の実費弁償
	・他県では、震災以降、旅費で対応しているところもある。

・通勤手当でなくとも、実費を弁償する手法を検討せよ。
	・通勤手当の認定は、一定の期間の通勤に対して行っており、災害時等の個別の取り扱いはできない。

	災害時等の退庁時特別休暇
	・災害時に出勤している職員が安心して働ける条件を整備すべきだ。

・年休の少ない非常勤職員等は、帰宅難民になるしかないのか。
	・計画停電等に係る退勤時の特別休暇については課題として認識している。

・非常勤職員の扱いについては、悩ましく思っている。

	忌引休暇の廃止提案
	・実態から到底認められない。
	・忌引休暇について、引き続き話し合って行きたい。

	生理休暇の分割取得
	・母性保護を進める必要があるのに、なぜ当事者の声が理解できないのか。
	・生理休暇としては継続して取得していただきたい。

	臨任・非常勤

･再任用職員の療養休暇


	・臨任・非常勤・再任用職員でも、病気はみな同じだ。ギリギリで働いている。働く環境を整備することは必要。

・インフルエンザになると、休んでもらわなければならない。少ない年休をとってもらっているのが現状だ。
	・臨任・非常勤、再任用職員の療養休暇の有給化の要求だが、雇用に定めがあり、勤務時間も短い形態もあり、難しい。



	臨任・非常勤職員の賃金改善
	・臨任職員は何年働いても、経験が賃金に反映しない。原因の初号制限を廃止すべきだ。

・学校事務職で非常勤が必要になっても、現行単価では来てくれる人がいない。

・非常勤職員にも様々な仕事をしてもらっている。教えてもらうことも多い。30歳で上限という制度は変えるべきだ。
	・非常勤報酬は、条例で常勤職員との均衡が定められており、初任給との均衡を図っている。

	臨任の雇用の空白期間
	・多数の臨任が配属されている実態を、地公法上適法だと思っているのか。

・各県様々といいながら、なぜ神奈川は現行日数なのか、という答えがない。

・小中の事務でも、多くの臨任職員がおり、一人職場に配属されている臨任もいる。年度末の膨大な業務の中で、空白期間は職場が困る。これが正常な状況か。

・一方で、臨任雇用についての地公法の脱法行為を行いながら、他方で地公法を根拠に空白期間を埋めない等の条件整備をしないのはご都合主義だ。

・「各県様々」ということは、各県で主体的にできるということだ。ぜひ主体性を持って空白期間を無くしていただきたい。
	・欠員の対応は、基本的には正規職員だが、長期的には業務に応じて正規、臨任・非常勤・再任用でも対応したい。

・現在、教育では約3,000～4,000人、行政では約500人の欠員臨任がいる。

・他県では、1日のみのところもあれば、1か月～3ヶ月のところもある。各県・各任命権者で様々な対応。

・現行の空白期間は、地公法の趣旨に合致しており、短縮は考えていない。

	パワハラ防止指針の策定
	・「あってはならない」といいながら、なぜ指針を作らないのか。何か裏があるのではないかと思われても仕方ない。

・パワハラ防止指針の策定は、コンプライアンスの問題である。民間では既に多くの企業で行っている。

・教員は若手が増えており、初任者研修などでもパワハラがある。指針がないから校長は「人間関係の問題」ですまそうとしている。

・何がパワハラか、指針を示す必要がある。「指導」と思ってパワハラが起きる。無自覚な者に自覚を持たせる必要がある。

・相談窓口は事後対応だ。防止指針は予防対策である。
	・パワハラはあってはならないこと。職員行動指針にも入っている。

・公正・透明な職場づくり相談窓口、人事委員会に苦情相談窓口もあり、セクハラ・パワハラのない職場づくりを進める。



自治労県職労

第98回拡大評議委員会

○日時：11月14日（月）19時～　

○会場：本庁舎108会議室（スルガ銀行横）
まだ間に合います！

県労連署名にご協力ください

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































